
1 沿革と概要

1. 沿革

当生産技術研究所は，昭和24年5月31日公布の国立学校設四法に基き，

生産に関する技術的諸間題の科学的総合研究と，研究成果の実用化試験を行

うことを目的として同日付で千葉県千葉市に設位された・

当初は部門数 15であつたが，昭和 25年度に 10部門を，同 26年

度に 10部門を増加して，現在 35部門となっている．

当研究所は次表に示すような 5部に分れ，それぞれの部において表に示さ

れたような専門分野を担当している．

所長は，瀬藤象二，兼重寛九郎，星合正治に続いて，昭和 32年4月より

谷安正が就任し現在におよんでいる．

第1部（砧 礎）一一応用数学・応用光学・音唇工学・ 固態材料学・

流体物理学・

身i2靡rsc株計戒・ j沿靴I)

3部

・伝熱工学・ 熱原動機学・流

体機械学・化学槻械学・切削工作学・ 非切削工

作学・ 箱密加工学・ 溶接工学・板金及び船体構

• 船体連動学

・電力工学・ 電力制御

・通信機器学・、超短波工学

第 5部（土木・

第4部（化学・ 冶金）ー一無機工業化学・ 工業電気化学及工業光化学・有

機工業化学第一•有楓工業化学第ニ・

化学第三・化学工学・無殷工業分析学・

業分析学・鉄鋼製錬工学・非鉄金属製錬工学・

金属加工学・金属材料学

――土質工学・土木構造学・ 交通路工学・

測鼠学・建築構造学・建築環塙学・建築装備学

・建築生産学・建築配置及機能学・生産技術史

2. 研究所の位置。敷地。建物。配置図

A. 位置
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千葉市弥生町1番地

国電総武線西千葉駅東口下車すぐ前．京成霞車黒砂駅下車東北へ 300m.

B. 敷地・建物・坪数・配置図

！I 阿巾
分 I主な施設または棟数

｀ 
坪延 坪

坪 坪
央 本餡，講堂，中央講義室，食堂，不燃書耶等 1,221.7 1, 631'0 

第 1部 5.5 棟 9508 1,4910 

第 2部 7.5 棟 1,413 3 2, 0480 

第 3部 3.5 棟 7273 1, 0968 

， i： iI 第第 45 部部
： 

11. 棟 1, 3627 2, 135.3 

8. 棟
;、

1,439 0 2, 6660 

試作工場 2.5 棟 3616 4316 

宿舎 12. 棟 2570 257,0 

合計 I I 7, 73341 11, 7567 

この外，構内には研究上試作した軽金属住宅一棟があり，建物に関する諸

条件を測定している．建物は 28年度軽鼠不燃書庫， 29年度には特殊吹精実

験室が建設されたものを除き，すべて木造平家または 2階建であるが，国立

大学整備計圃に砧き，千葉大学の教室不足を解決するため，当研究所の土地，

建物を分割移譲するよう，文部省より提案があり，これについて昭和 30年

より毎年 400坪づつ 3ケ年間に 1,200坪の新営計圃が確定し， 30年度お

よび 31年度で鉄筋軽鼠コンクリート造 3階建延803坪の建物が完成し，第

5研究部が使用している．なお， これとは別に，試作工場として鉄骨造平家

建 144坪の新営（付幣設備は含まず）を文部省直轄で施工し，建物のみ 32

年度中に完成の予定である． この叶両によつて西および北地区の土地，建物

を徐々に千葉大学に明渡す予定になつている．

c. 各建物と主な用途
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途

Aヽ 造 286. 71 II 

平家建

" 181. 31 ” 
木二陪造建 383. 21 

” 

所長室，会艤室，中央事務室，図古室，医
務室，電話楓械室，交換室

購堂，写真室，徽分解析機室

食堂，厄生施設

講義室
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本館付屈 lj條二鼠階鉄建骨 33. 31中央 軽凪不燃杏庫

東第1号館 I二木階建造 第材1部試研事験務究室室， 図書試室，513.6 第1部 料ヵ ，疲労 験室，
用学室

II 2 II N 360.7 II 所員宝，会議望応用物理研究室，工作室

II 3 II 木平家廷造 117. 6 ” 放射線実験室，応用物性論研究室

// 4 ,, " 107.8 第4部 冶金工場（解，圧延，引抜，工作）

I/ 5 I/ 木二階建造 367.5 ” 
所員室， 非室鉄金属属製試錬研室究油室，廿合化金及金究属室
加工研究，金 験， JI 学研

II 6 II II 365.6 II 粉末冶金究研室究有室，機鉄合鋼成製研錬究研室究室，
ソトープ研 ， 

,, 7 ,, 
" 154.9 II 所員室，化学工学研究室

'1 8 II " 271. 6 II 第4部事務室，会議室，図書室，講義室

,, 9 ,, I 
” I 307. SI " I 及所研発究員室酵室研，，究熊石機油室化化，元学学素研研分究究析室室室，，染，写蓄料真屯研及池究電室室気（付，糖化属化学） 

11 10 II I " 390. 6! " 
析所微研鼠員合究室成，室無研，機有究工機宝業合，分成製析研氷研究室究宝，室タ，ー有ル機研工究業室分， 

,, 11 " I 木平家建造 58.8 I/ 屯気化学研究室，応用化学工場

‘’ 
58.8 II 

所貝室，糖化発酵試験工場，

鉄筋骨及び
工場

11 12 II I鉄コンI 
96. 01 I鉄鋼製錬（特殊吹精）研究室クリート II 

造中二平家階建付．

11 13 11 I 木平家建造 194.1 第2部 液体究機室械研鋳究室，熱工学研究室，化学様械
研 ， 造研究室

" 14 " I II 105. 9 II 作自動室車及内燃機関研究宝直流霞源室，ェ

西第 1号館 I木二階建造 285.2 第3部 第図書3部室事，務搬送室，研所究員室室， 計器室， 会議室，

マイ クロ波宰党研究志 屯子究計玄研夕卵研，究真詔究室空研室，管航究，試パ宗空作，花ル室高子ス， 
II 2 II I 

” I 
389. ll 
” I 周超波音学路研波研究究究 ，室圧，電'"気気研制御
工研研 室， トランジス
回室

I/ I/ 3 ,1 // II 木平家II建造
200.4 II 受屯所，高電圧研究室，膜型送電線研究室

193.1 電気研機究械室研究室作， トランジスタ試作室， 溶
接 ，工室

11 5 11 I 二木階建造 404. 8 第5部

西第 6号館III 287.2 ‘’ 

II 7 II 木平家建造 268.5 
” 
コンクリート実験室，水理学実験室，土木
構造学実験室
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ポンプ室

木造
二階建

” 
木造
平家建

” 

第 5研究部
1 号館

試作工場

” 
木造
二階建

II 

” 

木造
平家建

木造
二階建

” 
木造
平家建

鉄筋軽絨
コンクリ
ート造 3
階建

鉄骨
平家建

404. 81釘C5剖5
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382. 21第 2部

377. 31第 1部

228. 41第 2部

500.8 

圭土

170. 5¥ "~ 
工

167. 61第2部

287.2 

298.0 

39. 21中

” 

803. 81身'{5紆/S

144. 01試
工

” 

作
場

央

作
場

環燒研究迄

建築材料実験室，構造実験宝

建築実験工作室，材料置場

脳波及振動研究室

所旦室，会議室，図書分宝（機械），測定室

気休力学実験室，応用力学研

自動制御研究室，機械力学研究室，工作椴
械研究室，塑性加工研究室

第 2部事務室，所員室，電子顕微鏡室，溶
接及船体構造研究室，図害分室（緒密），会
議室，製図室

事務室，

自動制御研究宝高速笈写真研究室，緒密
加工研究室

所員室，罠因分室（船舶），試作工場（木工
場及設計室）

所貝室，水槽実験室

所内水適給水源

所貝室，会議室，図甚室，実験研究

（建設中）

D. 水道・電気・ガス・電話

水道は構内 2ヶ所におのおの 178m, 133mのさく井を行い，ボアホール

・ポンプにより汲み上げ，全施設に自家給水していな給水鼠月平均20,000

msで，停電時には県営水道に切替の設備がある．

電気は，東京電力株式会社と自家川の契約をし， 500kWの設備を持つ受

電所で受けて自動電圧調整器で電圧調整を行つた上各プロックの変圧摺でそ

れぞれの用途により変圧送電している．電力消費屈は月平均 40,000kWH. 

ガスは東京瓦斯株式会社と契約し，構内に設けられたガスホールダ（容積

150mりを通じて供給している．ガス消費鼠は月平均約 12,000m3. 

電話は千葉局に 8回線加入し，私設交換機は白動式A型で， 400回線の容

もち，付属する手動中継台は局線 20回線，内線 300回線の容鼠がある．
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東京大学生産技術研究所配欄図
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